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屋鋪御帳扣 東一通

洪
 家

片田江北より七番横小路（会所小路） 南側一番

佐
野
常
民

片田江北より七番横小路（会所小路） 南側三番

早津江で生まれ、幕末佐賀藩で精早津江で生まれ、幕末佐賀藩で精
煉方主任を勤め、煉方主任を勤め、パリパリ万博では佐万博では佐
賀藩派遣団長など賀藩派遣団長など、多方面に活躍多方面に活躍
した佐野常民は天した佐野常民は天保３保３年（１８３２）
に佐野家の養に佐野家の養子となり子となり、ここ片田ここ片田
江に住んだ。佐野家は屋敷帳が作江に住んだ。佐野家は屋敷帳が作
成された明成された明和８和８年
当初当初、常民の高祖父
（ひいひいじいさん）（ひいひいじいさん）の代に
はすでにこの地に
住んでいたことも
わかる。わかる。

文禄の役で鍋島直茂軍により佐文禄の役で鍋島直茂軍により佐
賀へ連行され、佐賀藩初代藩主・賀へ連行され、佐賀藩初代藩主・
鍋島勝茂に重用された儒者･書鍋島勝茂に重用された儒者･書
家の「家の「洪 浩然（こう・こうぜん（こう・こうぜん）／雲海」／雲海」
は、町人地の高木町に居住しては、町人地の高木町に居住して
いたことが当時の城下絵図でわいたことが当時の城下絵図でわ
かるが、その末裔は、安かるが、その末裔は、安永２永２年（１
７７７７２）には中小には中小路（なか（なかしゅしゅうじうじ）

に、そして嘉に、そして嘉永２年（１８４８４
９）にはここ片田江ににはここ片田江に
引っ越している。引っ越している。

▲ 文化御城下絵図（１８１０年ころ）：江戸後期で唯一現存する城下絵図
明和屋敷帳が作成された当初から当地に住み続けていた「佐野儒仙」の名前はあるが、天保３年明和屋敷帳が作成された当初から当地に住み続けていた「佐野儒仙」の名前はあるが、天保３年（１８３８３２）
に引っ越してきた大隈家、嘉に引っ越してきた大隈家、嘉永２永２年（１８４９）に引っ越してきた洪家の名はまだ見えない。）に引っ越してきた洪家の名はまだ見えない。

大
隈
重
信

大隈重信生家（大隈記念館）の
屋敷地は、当時の呼び方では、
「片田江北より七番横小路 南
側三番」。明和８年以降、５回の
売渡しがあり、最終的に重信が
生まれる６年前の天保３年（１８３
２）に父の「大隈熊之允」が買い
取ったことがわかる。

大隈重信生家（大隈記念館大隈重信生家（大隈記念館）の
屋敷地は、当時の呼び方では、屋敷地は、当時の呼び方では、
「片田江北より七番横小路 南「片田江北より七番横小路 南
側三番」。明和８年以降側三番」。明和８年以降、５回の５回の
売渡しがあり、最終的に重信が売渡しがあり、最終的に重信が
生まれ生まれる６る６年前の天年前の天保３年（１８３８３
２）に父の「大隈熊之允」が買いに父の「大隈熊之允」が買い
取ったことがわかる。取ったことがわかる。

年
父
に
に
も

佐野
常民

大
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信
の
母

･

三
井
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の
実
家
が
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野
家
の
お
隣
の
杉
本
家
。
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番
横
小
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路
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大
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へ
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だ
。

大隈重信

片田江北より六番横小路（枳小路） 北側四番
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じ

め

に

当
会
（
徴
古
館
）
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
「
文
化
庁
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業
」
と
し
て
、
市
民
団
体
や
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
佐
賀

城
下
絵
図
を
核
に
地
元
の
歴
史
を
見
つ
め
直
し
、
市
民
が
誇
り
を
も
つ
こ
と
を
目
的
に
、「
佐
賀
城
下
絵
図
を
読
み
解
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
!
」の
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

佐
賀
城
下
絵
図
は
、
武
家
地
約
一
〇
〇
〇
軒
に
わ
た
る
藩
士
名

役
所
名

寺
社
名
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
道
路

水
路
や
景
観
な
ど
、
こ
の
町
の
往
時
の
姿

と
多
彩
な
歴
史
が
詰
ま
っ
た
貴
重
な
資
料
で
す
。
旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
に
は
七
期
分
の
城
下
絵
図
が
伝
来
し
、
現
在
は
当
会
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

一
年
度
以
降
、
二
十
三
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
で
、
文
化
庁
よ
り
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
城
下
絵
図
の
公
開
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
作
成
、
複
製
頒
布
等
を
進
め
る

傍
ら
、
城
下
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
に
必
要
な
文
献
資
料
の
翻
刻

刊
行
も
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
た
び
上
梓
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
が
こ
の
『
明
和
八
年
佐
賀
城
下

屋
鋪
御
帳
扣
（
控
）』（
明
和
屋
敷
帳
）
で
す
。
佐
賀
藩
政
資

料
を
中
核
と
し
た
当
会
所
蔵
の
鍋
島
文
庫
に
は
、
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）と
明
和
八
年（
一
七
七
一
）の
二
種
の
屋
敷
帳
が
あ
り
ま
す
。
屋
敷
帳
は
、
城
下
武
家

地
の
土
地
台
帳
と
し
て
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
に
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
』（
元
文
屋
敷
帳
）
を
平
成
二
十
一
年
度
事
業
で

翻
刻
、
二
十
二
年
度
事
業
で
出
版
し
ま
し
た
。
一
方
、
本
書
は
二
十
二
年
度
事
業
で
翻
刻
作
業
を
行
い
、
こ
の
た
び
二
十
三
年
度
事
業
と
し
て
出
版
が
叶
っ
た

も
の
で
す
。
こ
こ
に
整
っ
た
両
種
の
屋
敷
帳
を
、
藩
政
史
上
の
著
名
人
の
み
な
ら
ず
、
先
祖
探
し
な
ど
身
近
な
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
の
基
本
資
料
と
し
て
大
い

に
活
用
い
た
だ
き
、
佐
賀
藩
三
十
五
万
七
千
石
の
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
・
文
化
の
解
明
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

刊
行
に
際
し
ま
し
て
、
文
化
庁
を
は
じ
め
と
し
て
、
翻
刻
作
業
に
か
か
わ
ら
れ
た
方
々
、
そ
の
他
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月

財

団

法

人

鍋

島

報

效

会
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(表１)

明和屋敷帳構成

簿冊名 分冊名 収録小路名 簿冊名 分冊名 収録小路名

北一通

二品之内①

北御門通

南一通

三品之内②

水ヶ江西一番南竪小路

北御堀端小路 水ヶ江西一番北へ入厨子

松原小路 水ヶ江西より二番北へ入厨子

中之小路 水ヶ江西より二番南竪小路

八幡小路 水ヶ江西横小路

高木町裏小路 水ヶ江東横小路

枳馬場小路 水ヶ江東横小路西より一番南へ入厨子

枳馬場北小路 水ヶ江東横小路西より二番南へ入厨子

町方 水ヶ江北竪小路

多布施村 水ヶ江慶雲院前横小路

大財村 水ヶ江大崎へ通小路

東一通

四品之内① 片田江竪小路 虎次竪小路

四品之内②

片田江北一番土手際小路 虎次西横小路

片田江北より二番横小路 虎次東横小路

片田江北より三番横小路 虎次東横小路東へ入厨子

片田江北より四番横小路 虎次東横小路南川端西へ入厨子

片田江北より五番横小路

三品之内③

鷹師竪小路

片田江北より六番横小路 鷹師西横小路

片田江北より七番横小路 鷹師西横小路より東へ通

片田江北より八番堀端小路 鷹師西横小路より北へ入厨子

四品之内③

東田代之内今泉江湖端小路 鷹師下今宿へ通小路

紺屋町通小路 安住小路

東田代天神通横小路南へ入厨子 下今宿裏小路

東田代天神通横小路 下今宿堀端小路

東田代天神通横小路より今泉江湖端へ出筋

西一通

三品之内①

西御堀端小路

東田代南より二番横小路 辻堂竪小路

東田代南より三番横小路 辻堂竪小路より西へ入厨子

四品之内④

東田代東より一番竪小路 辻堂竪小路より東へ入厨子

東田代東より二番竪小路 川原小路堀端

東田代東より三番竪小路 川原竪小路

矢矧町小路南へ入厨子 川原裏小路堀端

矢矧町小路

三品之内②

西田代竪小路

高田村之内西向 西田代横小路

牛嶋村之内今泉村 生丹小路

木塚小路 本行寺小路

牛嶋町 本行寺小路より西田端へ出筋

牛嶋村

三品之内③

泰長院門前南北小路

牛嶋新村 精町小路

庄屋小路 精町西横小路

南一通 三品之内①

南御堀端小路 精町東横小路

中小路 西精町之内

中小路より西へ入厨子 石長寺小路

中小路西ノ竪小路 石長寺西横小路

寳琳院小路 龍泰寺西小路

寳琳院東横小路 龍泰寺西小路より南へ入厨子

鬼丸西竪小路 龍泰寺小路

鬼丸南横小路 本庄通小路

鬼丸東竪小路 妙安寺小路

鬼丸東竪小路より西へ入厨子 与賀八丁馬場小路

二品之内②

注：分冊名の◯囲み番号は原本には記載されていないが、区別しやすくするため便宜上付与したものである。

－ －
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文
化
五
年
辰
十
一
月
、
新

券
状
当
主
喜
三
太
へ
渡
ル

右
淡
路
与
大
坪
喜
三
太
居
屋
敷
を
、
縫
殿
与
大
隈
熊
之
允
買
取
、
如
願
相
済
、
天
保
三
年

辰
十
二
月
、
新

券
状
買
主
江
渡
ル

四
番

多
久
采
女
組志
波
喜
兵
衛

北
口
東
竹
畔
通
西
塀
通
但
小
路
幅
三
間
七
尺
五
寸

一

北
口
弐
拾
壱
間
五
尺

南
裏
境
竹
畔
通
畔
外
流
堀
幅
弐
間
裏
屋
敷
相
合
欠
浚
之
事

一

南
裏
弐
拾
間
六
尺
五
寸

東
境
竹
畔
通
畔
相
合

一

東
入
弐
拾
五
間
七
尺

西
境
北
竹
畔
通
南
堀
岸
通
堀
幅
壱
間
長
屋
敷
限
屋
鋪
ニ

付
杖
内

一

西
入
弐
拾
五
間
五
尺

－ －96

屋鋪御帳扣 東一通
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相浦恵蔵 150

相浦左馬之允 97

相浦四郎左衛門 232

相浦四郎左衛門抱 77,232

朝倉新七 131,287

朝倉傳左衛門 228

淺田 春 69,223

芦原金兵衛 82

芦原金兵衛抱 82

芦原安兵衛 236

芦原安兵衛抱 236

綾部市五郎 267

綾部久左衛門 111

綾部源之丞 267

綾部権之丞 35,189

荒木雲八 137,294

荒木雲八抱 137,294

荒木忠右衛門 88,242

荒木忠右衛門抱 88,243

荒木林右衛門 77

有田勘解由 190

有田主計 36

有田権之允 106

有田三五 225

安住清右衛門 125

安住仁左衛門 158

安住兵左衛門 135

い>

飯盛次右衛門 119,275

飯盛次右衛門抱 120,276

井内小左衛門 272

井内小左衛門抱 272

井内隼太 116

生野織部 63,218

生野織部抱 81,235

生野次郎兵衛 143

生野善助 299

池尻直大夫 113

池田市郎兵衛 170

池田喜右衛門 89,243

池田久左衛門 162

池田十兵衛 287

諫早石見抱 263

諫早豊前 23

諫早豊前抱 107,150,182

石井市右衛門 294

石井市右衛門抱 251

石井勝次郎 112

石井勘左衛門抱 96

石井吉右衛門 173

石井吉右衛門抱 174,263

石井九左衛門 59,213

石井九郎右衛門 112,131

石井小右衛門 108,287

石井五右衛門 85

石井幸大夫 195

石井五郎右衛門 231

石井五郎大夫 122

石井治右衛門 262,284

石井七郎右衛門 228

石井新五左衛門 72,227

石井助左衛門 288

石井帯刀 192

石井厨之進 60

石井傳兵衛 111

石井戸左衛門 107

石井直右衛門 214

石井二右衛門 73,287

石井縫殿 38,192

石井縫殿抱 38,193

石井八右衛門 70,221

石井彦次郎 280

石井又右衛門 106,268

石井杢右衛門名□ 112

石井弥七左衛門 150

石井利左衛門 139,301

石井利兵衛 278

石井龍右衛門 97

石井六右衛門 106,262

石井六郎左衛門 227

石尾左源太 264

石川清九郎 73

石川清次 145,302

石隈五郎左衛門 287

石田五左衛門 72

石田彦五郎 227

石田利兵衛 132,278

石丸伊右衛門 164

石丸伊右衛門抱 164

石丸小兵衛 247

石丸次左衛門 235

石丸忠右衛門 92

石丸徳右衛門 86,241

石丸利左衛門 144

出雲平四郎 155

市川千左衛門 180

市川平兵衛 180

市川八十八 180

市村藤五郎 139

一村半四郎 83

井出源左衛門 177

伊東加左衛門 144

伊東嘉左衛門 300

伊東勘左衛門 70

伊東次兵衛 158

伊東八良右衛門 97

伊東孫兵衛 67,252

伊東弥右衛門 68

伊東弥右衛門抱 68

伊東利兵衛 200,224

犬塚喜右衛門 54,208

犬塚惣次郎 189

犬塚孫助 124,281

犬塚杢之丞 35

井上五郎兵衛 80

井上傳十 93

井上文内 89

井上文内抱 89

井原忠右衛門 126,283

入江忠右衛門 146,302

岩村金五郎 166

岩村内蔵助 214

岩村郡右衛門 60

う>

上野源四郎 248

上野十郎右衛門 127

上原又兵衛 177

牛嶋藤次兵衛 92,246

牛嶋藤兵衛 48

牛嶋与惣右衛門 202

内田三太左衛門 288

内田庄右衛門 283

内田正右衛門 127

内田与右衛門 245

内田与右衛門抱 245

内田六郎右衛門 90

内田六郎右衛門抱 91

梅崎二大夫 75,230

梅野孫兵衛 112,268

嬉野外記 39

嬉野五郎大夫 193

え>

江頭平兵衛 299

江上友益 76

江口伊兵衛 134,291

江口幸左衛門 286

江口権太左衛門 90

江口権八 244

江口次右衛門 173

江口十助 113,269

江口次郎三 143

江口清左衛門 272

江口清兵衛 281

江口東庵 42

江口万平 267

江口八百之助 196

江口弥五左衛門 231

城下大曲輪内屋敷帳（元文屋敷帳） 索引

1） 本索引は、『城下大曲輪内屋敷帳』（財団法人鍋島報效会、平成23年発行）の藩士名と寺社名・役

所名の50音索引である。

2） 「城下大曲輪内屋敷帳」（元文屋敷帳、鍋832―１及び２）は、６代藩主鍋島宗教の命により、元

文５年（1740）に作成されたものである。

3） 同書は五冊本と三冊本の二種が現存しており、五冊本のみを翻刻したものと、五冊本・三冊本と

も翻刻したものの二種を刊行したが、本索引では五冊本・三冊本とも対象とした。

4） 居住者名のみを対象としたため、居住者名の肩書に記された組頭名などは含んでいない。

5） 居住者名は、元文５年の作成以後、入れ替わりに応じて複数枚重ねて貼付された貼紙の最上面の

みを翻刻しているため、元文５年作成当時の居住者とは限らない。
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